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 2017 年 5 月 29 日 

このたびはご購入いただきまして誠に有難うございます。 

本書に誤りがございましたので，深くお詫び申し上げますとともに，下記のように訂正させていただき

ます。 

 

 

誤： 症例から学ぶ 高齢者疾患の特徴とその対応［補遺］ 4頁 

 「アルツハイマー型と護身される疾患」 

 

正： 

 

アルツハイマー型と誤診される疾患 

 

85歳以上の場合（短期体験記憶障害が特徴） 

1. 脳血管性認知症(加齢関連認知症） 

   多発性ラクナ梗塞，脳虚血，加齢(脳機能代謝低下，一部の糖尿病性認知症                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

2.  うつ病 

3. 認知症ノイローゼ 

4. 高齢者タウオパチー（嗜銀顆粒性あるいは神経原線維変化型認知症） 

  

65歳以下 

1. 慢性アルコール中毒 

2. うつ病 

3.  脳の変性疾患(大脳基底核変性症、進行性核上性麻痺） 

4. 詐病 

5. ビンスワンガー脳症 

6. 高次脳機能障害 

 

年齢無関係： 

1.  甲状腺機能低下症 

2.  Vitamin B12欠乏 

3.  糖尿病性認知症 

4. 慢性硬膜外血腫 

5. てんかん 

 


